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愛
知
淑
徳
大
学
へ
１
９
８
人
が
合
格 

 

　
２
０
０
５
年
度
入
試
が
終
わ
り
、卒
業
生

４
１
６
人
を
含
む
そ
れ
ぞ
れ
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
今
年
度
入
試
を
振
り
返
り
、特
徴

的
な
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、併
設
の
愛
知
淑
徳
大
学
へ
の
合
格

者
が
近
年
に
な
く
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
愛
知
淑
徳
大
学
へ
は
内
部
推
薦
入

試
で
１
１
７
人
、Ａ
Ｏ
入
試
で
６
人
、公
募
制

推
薦
入
試
で
22
人
、一
般
入
試
で
36
人
、セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
で
17
人
と
合
わ
せ
て
１

９
８
人
が
合
格
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
入
試

形
態
で
昨
年
度
を
上
回
っ
て
お
り
、特
に
内

部
推
薦
入
試
で
は
、一
昨
年
の
90
人（
24. 
3
％
）、

昨
年
の
１
０
０
人（
23. 
5
％
）に
対
し
、今
年

度
は
１
１
７
人（
28. 
2
％
）と
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。こ
れ
は
愛
知
淑
徳
大
学
の
社
会
的

評
価
が
高
ま
り
一
般
入
試
で
の
合
格
が
困
難

化
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、学
部
・
学
科
の
増

設
や
新
校
舎
建
設
に
よ
り
生
徒
た
ち
の
任

期
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

難
関
国
公
私
立
大
の
合
格
者
が 

大
幅
に
増
加 

 
　
次
の
特
徴
は
難
関
国
公
立
大
学
・
私
立
大

学
へ
の
合
格
者
数
の
増
加
で
す
。
昨
年
に
引

き
続
い
て
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
平
均

点
合
計
が
上
が
り
、そ
の
結
果
各
大
学
の
ボ
ー

ダ
ー
も
上
が
り
ま
し
た
が
、本
校
の
生
徒
た

ち
は
よ
く
健
闘
を
し
ま
し
た
。
別
表
の
よ
う

愛
知
淑
徳 

大
学 

愛
知
淑
徳 

高
等
学
校 

『
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
』か
ら 

『
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
』へ 

難
関
私
立
大
学
へ
の 

合
格
者
が
大
幅
に
増
加 

18
16
15
11
19
34
56
10
198
147

18
2
6
11
5
21
32
14
159
157

11
4
8
3
5
20
29
9

158
123

私立大学合格状況 

早稲田大学 

慶応義塾大学 

上智大学 

明治大学 

立教大学 

同志社大学 

立命館大学 

関西学院大学 

愛知淑徳大学 

南山大学 

 

大学名　　　    2005　　 2004　　 2003 大学名　　　    2005　　 2004　　 2003 

東北大学 

筑波大学 

一橋大学 

京都大学 

神戸大学 

名古屋大学 

愛知教育大学 

名古屋市立大学 

愛知県立大学 

三重大学 

1
1
1
1
1

14
6

12
4
5

0
1
3
0
0

12
3

10
2
3

0
0
0
1
0
3
3
7
2
3

国公立大学合格状況 

平成１６年度 
進路レポート 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性 

 
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、キ
ャ
リ
ア
形
成
・
発
達
・

支
援
な
ど
様
々
な
要
素
を
含
み
、キ
ャ
リ
ア

教
育
の
概
念
的
解
釈
に
よ
り
、そ
の
対
象
者

に
対
す
る
対
応
の
相
違
が
生
じ
ま
す
。 

　
キ
ャ
リ
ア
は
、一
般
的
に
は
「
職
業
」
、「
経

歴
」
、「
エ
リ
ー
ト
官
僚
」
な
ど
と
訳
さ
れ
ま

す
が
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
概
念
の
観
点
か

ら
捉
え
れ
ば
「
自
ら
の
人
生
に
関
し
、過
去

を
振
り
返
り
、現
在
を
み
つ
め
、職
業
に
基
づ

く
将
来
設
計
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ニ
ン
グ
」
を
描
く

教
育
で
あ
る
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実
施
に
は
、自
分
自

身
を
分
析
・
理
解
し
、自
己
の
概
念
を
確
立

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
私
達
が
実
際
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
学
生
に

施
す
と
き
、自
己
分
析
・
自
己
理
解
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
、自
己
適
性
テ
ス
ト
な
ど
の
手
法
に

よ
り
学
生
自
ら
が
自
己
を
主
観
視
し
、ま
た

友
人
、親
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
他
者
か
ら
の

評
価
に
よ
り
自
己
を
客
観
視
し
な
が
ら
、自

分
自
身
を
み
つ
め
る
手
法
を
と
り
ま
す
。 

 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
基
本
方
針 

 

　
現
在
、大
学
に
お
い
て
、キ
ャ
リ
ア
支
援
は

就
職
活
動
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、キ
ャ
リ
教
育
の
本
質
は
、幅
広
く

豊
か
な
思
考
過
程
の
育
成
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
を
通
し
て
の
思
考
養
成
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、そ
の
結
果
は
、人
格

形
成
、人
間
形
成
と
し
て
陶
冶
さ
れ
ま
す
。

　
本
学
に
お
い
て
も
、実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

３
年
生
、４
年
生
に
お
い
て
施
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
、自
己
表
現
力
、説
得
力
な
ど
実
践

的
効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。い
わ
ゆ
る
、

人
間
的
接
触
の
多
元
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、論
理
的
思
考
能
力
、主
体
性
、

自
律
性
、ス
ト
レ
ス
耐
性
な
ど
企
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
は
、潜
在
的
に
人
間

の
奥
底
に
潜
む
こ
と
が
多
い
人
間
力
を
引
き

出
す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、自
ら

が
学
生
生
活
の
中
で
築
い
て
き
た
暗
黙
知
を

如
何
に
形
式
知
に
変
化
さ
せ
て
い
く
か
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
お
い
て
、そ
れ
が
学
生
に
と
っ
て
付
け

焼
刃
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
何
も
な
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る 

 

　
人
生
設
計
の
な
か
で
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
る
と
き
、「
自
分
ら
し
い
生
き
方
」
に

出
会
い
た
い
と
誰
も
が
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

と
う
や 
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に
、東
北
大
学（
薬
）、筑
波
大
学
、一
橋
大
学
、

東
京
医
科
歯
科
大
学（
歯
）、金
沢
大
学
、京

都
大
学
、神
戸
大
学
に
各
１
人
、奈
良
女
子

大
学
に
は
２
人
の
合
格
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
県
内
で
は
、名
古
屋
大
学
に
14
人
、名
古

屋
市
立
大
学
に
12
人
の
合
格
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
私
立
大
学
で
は
難
関
と
い
わ
れ
る

早
稲
田
大
学
、慶
応
大
学
、上
智
大
学
、立

教
大
学
、明
治
大
学
で
二
桁
の
合
格
が
あ
り
、

関
西
圏
で
も
い
わ
ゆ
る
関
・
関
・
同
・
立
で
合

格
者
が
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。 

 

医
・
歯
・
薬
・
看
護
医
療
系
で
も 

健
闘 

 

　
医
・
歯
・
薬
・
看
護
医
療
系
は
根
強
い
人

気
が
あ
る
も
の
の
、な
か
な
か
合
格
が
難
し

い
の
で
す
が
、今
年
は
医
学
部
医
学
科
に
５

人
、歯
学
部
に
５
人
、薬
学
部
に
82
人
、看

護
に
15
人
、そ
の
他
の
医
療
系
に
15
人
の
合

格
が
あ
り
ま
し
た（
名
古
屋
大
学
医
学
部

医
学
科
、岐
阜
大
学
医
学
部
医
学
科
、東
北

大
学
薬
学
部
、名
古
屋
市
立
大
学
薬
学
部

２
人
を
含
む
）。
愛
知
学
院
大
学
、金
城
学

院
大
学
に
薬
学
部
が
新
設
さ
れ
、薬
学
部

を
志
望
す
る
生
徒
に
は
、い
く
ら
か
枠
が
広

が
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
生
徒
の
顔
が
見
え
る
進
路
指
導
」
を
心

掛
け
て
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、生
徒
た
ち
は

自
分
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
よ
く
努
力
を
し
、

満
足
度
の
高
い
進
路
選
択
を
し
て
い
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。（
文
中
の
合
格
数
は
延
べ
数

で
過
年
度
生
を
含
み
ま
す
）（
島
田
） 

　
ラ
ー
バ
の
島
に
到
着
。コ
ナ
空
港
か
ら
、ホ
テ

ル
へ
バ
ス
で
向
か
っ
た
。
空
港
を
出
る
と
、道
路

の
両
側
は
真
っ
黒
。
初
め
て
み
る
異
様
な
景
色

だ
っ
た
。一
面
が
ラ
ー
バ
で
あ
る
。
噴
火
で
で
き

た
島
だ
と
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。
 

　
ホ
テ
ル
に
着
い
て
、部
屋
へ
続
く
廊
下
を
歩

い
て
い
る
と
雄
大
な
山
が
見
え
る
。ハ
ワ
イ
島

に
は
、富
士
山
よ
り
も
高
い
火
山
が
２
つ
も
あ

る
と
聞
か
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
４
０
０
０
メ
ー

ト
ル
を
越
え
て
い
る
そ
う
だ
。こ
の
島
の
面
積

は
、四
国
の
半
分
程
度
し
か
な
い
と
い
う
。
ま

さ
に
火
山
島
で
あ
る
。
 

　
異
常
気
象
で
３
日
目
か
ら
雨
。
数
日
後
に

止
ん
だ
の
で
、一
番
の
名
所
と
い
わ
れ
る
キ
ラ
ウ

エ
ア
火
山
へ
行
く
。レ
ン
タ
カ
ー
で
２
時
間
半

走
り
、目
的
地
ま
で
あ
と
30
分
ほ
ど
の
地
点

で
、ま
た
雨
が
降
り
出
し
た
。
そ
れ
で
も
車
を

進
め
る
と
、道
路
が
閉
鎖
に
な
っ
て
い
た
。
予

想
外
の
大
雨
で
、ト
ラ
ブ
ル
発
生
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。が
っ
く
り
疲
れ
て
ホ
テ
ル
へ
戻
る
。
 

　
次
の
日
は
、ホ
テ
ル
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
に
す

る
。テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ
出
掛
け
る
と
、中
年
の
大

柄
で
陽
気
な
お
ば
さ
ん
が
受
付
に
い
た
。
前
日

の
話
を
す
る
と
、異
常
気
象
で
運
が
悪
か
っ
た

ね
と
慰
め
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、少
し
考
え
て

い
た
。そ
れ
か
ら
、そ
れ
で
は
コ
ー
ト
代
は
無
料

に
し
て
あ
げ
よ
う
、何
度
で
も
お
い
で
と
言
わ

れ
た
。
妻
と
顔
を
見
あ
わ
せ
、信
じ
ら
れ
な
い

と
首
を
ひ
ね
る
。
本
当
に
無
料
で
い
い
の
で
す

か
、と
聞
き
な
お
す
と
、女
神
ペ
レ（
火
山
の
神
）

は
い
い
神
様
。
心
が
大
ら
か
な
の
さ
、と
屈
託

の
な
い
笑
顔
と
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
の
声
が
返
っ
て
き
た
。

お
金
以
上
に
心
遣
い
が
う
れ
し
か
っ
た
。
 

　
そ
の
翌
日
、キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
に
再
度
挑
戦
。

今
回
は
天
候
に
恵
ま
れ
、無
事
に
国
立
公
園

に
到
着
し
た
。
そ
こ
に
は
、見
た
こ
と
も
な
い

巨
大
な
噴
火
口
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。ビ
ッ
グ
！

ビ
ッ
グ
！
　
隣
の
人
の
声
だ
っ
た
。
ま
さ
に
壮

観
だ
。
そ
れ
か
ら
ラ
ー
バ
が
海
に
落
ち
る
と
こ

ろ
に
向
う
。
海
岸
近
く
で
道
路
は
不
通
と
な

り
、車
を
降
り
て
徒
歩
で
進
む
。
し
ば
ら
く
歩

く
と
、灼
熱
の
帯
が
海
に
注
ぎ
、壮
大
な
白
煙

を
上
げ
て
い
る
。
す
ご
〜
い
！
　
大
自
然
が
作
っ

た
途
方
も
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
景
色
に
見
と
れ
る
。
 

　
ホ
テ
ル
に
戻
る
と
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ュ
か
ら
、感

想
を
聞
か
れ
た
。
す
ご
〜
い
、初
め
て
見
た
よ

と
答
え
る
と
、隣
の
ホ
テ
ル
も
す
ご
〜
い
よ
、行
っ

て
み
た
ら
と
言
わ
れ
る
。
 

　
次
の
日
に
、早
速
訪
問
す
る
。ウ
〜
ン
、こ
れ

が
１
つ
の
ホ
テ
ル
？
　
デ
ッ
カ
イ
！
　
よ
く
作
っ

た
ね
、ラ
ー
バ
の
上
に
！
　
敷
地
の
広
さ
は
東

京
ド
ー
ム
の
約
11
倍
と
聞
か
さ
れ
た
。
敷
地

内
は
ク
ル
ー
ザ
ー
や
モ
ノ
レ
ー
ル
で
移
動
。ラ
グ
ー

ン
で
イ
ル
カ
も
飼
わ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
巨
大

リ
ゾ
ー
ト
。
規
模
の
大
き
さ
と
、そ
の
中
で
の

面
白
さ
を
堪
能
し
た
。
 

　
充
分
に
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
た
旅

だ
っ
た
。
大
自
然
の
雄
大
さ
に
驚
き
、住
ん
で
い

る
人
た
ち
の
大
ら
か
な
心
を
う
れ
し
く
思
っ

た
と
共
に
、厳
し
い
自
然
を
も
快
適
な
リ
ゾ
ー

ト
地
に
し
て
し
ま
う
、人
間
の
た
く
ま
し
さ
に
、

か
た
や
あ
き
れ
、か
た
や
感
動
し
た
。
 

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授 

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

小
池
弘
道 

ラ
ー
バ（
溶
岩
）の
島 

平成１６年度 
主な就職先（３５社） 

UFJ銀行 

名古屋国際サービス（現:JALスカイ名古屋） 

中京銀行 

愛知銀行 

名古屋鉄道 

あいおい損害保険 

損害保険ジャパン 

豊通トーメンヒューマンリソース 

リコー中部 

大垣共立銀行 

JR東海ホテルズ 

積水ハウス 

セントラルファイナンス 

トヨタテクノサービス 

名古屋銀行 

日本通運 

名鉄観光サービス 

ユニー 

竹田製菓グループ 

知多信用金庫 

三井住友海上火災保険 

あいち知多農業共同組合 

岐阜市農業共同組合 

国際エアラインサービス 

JTB 

スタジオアリス 

東京海上日動火災保険 

豊島 

トヨタカローラ愛知 

日本生命保険 

みずほ銀行 

緑信用農業共同組合 

名港海運 

名鉄グランドホテル 

リンナイ 

15
9
9
7
7
6
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

企業名               採用人数 

平成17年5月9日現在 

に
は
、自
分
の
殻
に
引
き
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、

前
向
き
か
つ
積
極
的
に
ど
ん
な
こ
と
に
も
取

り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
す
。
も
ち
ろ
ん
自
宅

で
読
書
に
耽
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
様
々
な

人
と
出
会
い
、ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い
、た
く
さ
ん
の
本

と
出
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
よ
り
広
い
世

界
と
の
接
触
の
中
か
ら
自
分
の
生
き
方
が
自

ず
と
見
え
て
き
ま
す
。
学
生
時
代
は
勉
強
、

ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
集
中
す
る
時
期
で
す
が
、そ
れ

ら
の
活
動
は
人
間
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
ま
た
、社
会
に
で
れ
ば
仕
事
が
自
分

自
身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

　
そ
れ
ら
を
考
え
れ
ば
、今
、こ
の
大
学
生
活

と
い
う
一
瞬
を
怠
慢
に
過
ご
し
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
そ
し
て
、目
的
・
目
標
を
持
っ
て
精
一

杯
生
き
て
い
く
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
が
キ
ャ

リ
ア
教
育
な
の
で
す
。
卒
業
し
、仕
事
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
、中
心
と
な
る
概
念
が
変
化
し
、

生
き
る
こ
と
の
必
要
性
も
変
化
す
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、そ
の
前
段

階
の
自
己
へ
の
意
識
付
け
な
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
） 


